
は   じ   め   に 

 

  「建学の精神」には、本学の教育目標が記載されている。すなわち「良医を育てる」、

「知識と技術をきわめる」、「社会に貢献する」の三つであり、これに基づき、「良き医療

者」を育成することが本学に求められている。学生諸君は 6年間の在学中に、1）自学自習

の習慣、2）問題解決能力、3）知識・技術の習得、4）医師として好ましい態度・価値観、

を習得し、「良き医療者」となる基礎を作ってほしい。 

  本学は「モデル・コア・カリキュラム」に対応したカリキュラム編成を行ってきた。「モ

デル・コア・カリキュラム 平成 28年度改定版」は「多様なニーズに対応できる医師の養

成」を掲げている。状況に応じて、医療安全、チーム医療、地域医療などのニーズに対応

できる実践的臨床能力を卒業時に身についていなければならない。加えて、全国の医学部

では、国際基準に沿った医学教育分野別評価に対応した講義、臨床実習が求められてい

る。本学では令和 3年度からカリキュラムを改編し、初年次教育に医学を学ぶための基礎

知識を涵養するプログラムを取り入れ、「診療参加型臨床実習」（CCS）を第 4学年から実施

するなどの方策をとっている。さらに、新型コロナウイルス感染症の流行や、超高齢化に

よる多疾患併用患者の増加、近年の人工知能等による医療技術の高度化などを踏まえ、「モ

デル・コア・カリキュラム」は令和 4年度にも改定された。「モデル・コア・カリキュラム 

令和 4年度改定版」では「未来の社会や地域を見据え、多様な場や人をつなぎ活躍できる

医療人の養成」を掲げている。令和 4年改定版で新たに加わった学修事項は、第 1学年で

は令和 6年度から、第 2学年から第 6学年では令和 7年度から学修要項に盛り込まれる。 

「診療参加型臨床実習」（CCS）では正確な知識と技術が必要である。まずは第 1～3学

年次のユニットでの学修成果を、第 3学年次の「共用試験」（CBT、Pre-CC OSCE）で発揮

できるように知識及び技術を定着させてほしい。第 4学年から開始される CCSでは、

Student Doctorとしてより実践的な知識と技術を学び、「知識と技術をきわめる」ことを

期待している。 

令和 7年度より、「臨床実習後 OSCE」（Post-CC OSCE）が、共用試験実施評価機構主催

の国家試験となる予定である。これは、臨床実習終了後の知識と技術・態度を評価するも

ので、第 6学年に実施される。知識の「医師国家試験」、実技の「Post-CC OSCE」ともに

合格できるよう成長してほしい。 

この学修要項には令和 7年度の一般目標、行動目標、学習内容が明示してある。カリキ

ュラムはあくまで学修目標の達成のための行動計画書であり、学生自らの学習意欲と教員

の情熱があってはじめて目標が達成される。このカリキュラムが有効に機能し、学生諸君

が 6年間の課程を終了後、立派な「良医」として羽ばたき、「社会に貢献する」すること

を期待してやまない。 

令和 7年 4月 

医  学  部  長 



金沢医科大学医学部の使命 
金沢医科大学医学部は、金沢医科大学学則第１条に加え、以下の資質・能力を持つ医師

を養成することを使命とする。 

〇豊かな人間性と倫理観を持ち、医師として定められた役割を担う能力を有する医師を養

成する。 

〇自己主導型学習能力を身につけ、生涯にわたり自己の向上を図ることのできる医師であ

るとともに、科学的態度と探究心を持ち、医学研究を行うことのできる医師を養成する。 

〇医学・医療に活用できる幅広い知識、基本的診療手技、患者中心の医療を実践するため

のコミュニケーション能力を修得し、チーム医療を実践できる医師を養成する。さまざ

まな専門領域に応用できる基本と、卒後の初期および後期研修に必要な実践力を有する

医師を養成する。 

〇社会的責任、地域の健康維持に関する要請、および医療の国際化と国際貢献に対応し、

医療制度に準じた医療を担うことのできる医師を養成する。 

  

以 上 



厚生労働省

金沢医科大学病院　臨床研修の理念医師臨床研修指導ガイドライン 年次 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 5 5 5 6 6

研修医が人間性豊かで有能
な医師として成長・自立
し、広く社会に貢献できる
ように、医師として求めら
れる基本的診療能力を修得
する。あわせて医療人とし
て求められる高い人格を涵
養することをめざす。

〈臨床研修の基本理念〉(医師法第一六条の二第一項に規定す
る臨床研修に関する省令) 
臨床研修は、医師が、医師としての人格をかん養し、将来専
門とする分野にかかわらず、 医学および医療の果たすべき社
会的役割を認識しつつ、一般的な診療において頻繁に関わる 
負傷又は疾病に適切に対応できるよう、基本的な診療能力を
身に付けることのできるもので
なければならない。
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初期臨床研修
アウトカム

コンピテンシー
レベルC

(第3学年共用試験受験時）
レベルB

(第5学年臨床実習終了時)

レベルA（卒業時）
初期臨床研修開始時

(臨床研修指導医の指導・監
督のもと実践できる)

初期臨床研修終了時
（臨床研修指導医の指導・監督

がなくとも実践できる）

医師としてのプロフェッ
ショナリズムを自覚し、思
いやりをもって責任のある
医療を行える。

医師としてのプロフェッショ
ナリズムを説明できる。日常
生活や学修の場で、医学生と
しての社会的責務を自覚し、
思いやりをもった責任のある
行動ができる。

診療参加型臨床実習の場で、
プロフェッショナリズムを自
覚し、思いやりをもって責任
のある医療を行える。

臨床現場で、プロフェッショ
ナリズムを自覚し、思いやり
をもって責任のある医療を行
える。

臨床現場で、プロフェッショナ
リズムを自覚し、思いやりを
もって責任のある医療を行え
る。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

倫理的問題を理解し、医療
人として最善の行動選択が
できる。

倫理的問題を理解し、医療人
として最善の行動選択につい
て説明できる。日常生活や学
修の場で、医学生として倫理
的問題を理解し、最善の行動
選択ができる。

診療参加型臨床実習の場で、
倫理的問題を理解し、医学生
として最善の行動選択ができ
る。

臨床現場で、倫理的問題を理
解し、医療人として最善の行
動選択ができる。

臨床現場で、倫理的問題を理解
し、医療人として最善の行動選
択ができる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

個人間・性差・家族間・地
域間・諸文化圏・国際社会
における多様性を尊重でき
る。

日常生活や学修の場で、個人
間・性差・家族間・地域間・
諸文化圏・国際社会における
多様性を尊重できる。

診療参加型臨床実習の場で、
個人間・性差・家族間・地域
間・諸文化圏・国際社会にお
ける多様性を尊重できる。

個人間・性差・家族間・地域
間・諸文化圏・国際社会にお
ける多様性を尊重できる。

臨床現場で、個人間・性差・家
族間・地域間・諸文化圏・国際
社会における多様性を尊重でき
る。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

II 生涯学習
自己主導型学習能力を身に
つけ、常に自己の向上を図
れる。

日常生活や学修の場で、身に
つけた自己主導型学習能力を
活かし常に自己の向上を図れ
る。

診療参加型臨床実習の場で、
身につけた自己主導型学習能
力を活かし常に自己の向上を
図れる。

臨床現場で、身につけた自己
主導型学習能力を活かし常に
自己の向上を図れる。

臨床現場で、身につけた自己主
導型学習能力を活かし常に自己
の向上を図れる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

医学・医療に活用できる幅
広い基礎医学と臨床医学の
知識を身につけている。

医学・医療に活用できる幅広
い基礎医学と臨床医学の知識
を説明できる。

診療参加型臨床実習の場で、
医学・医療に活用できる幅広
い基礎医学と臨床医学の知識
をいかし医療を実践できる。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、医学・医療
に活用できる幅広い基礎医学
と臨床医学の知識をいかし医
療を実践できる。

臨床現場で、医学・医療に活用
できる幅広い基礎医学と臨床医
学の知識をいかし医療を実践で
きる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

医療面接を含めた基本的診
療手技を安全に実施でき
る。

医療面接を含めた基本的診療
手技を、模擬患者あるいはシ
ミュレータに対してできる。

診療参加型臨床実習の場で、
医療面接を含めた基本的診療
手技を安全に実施できる。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、医療面接を
含めた基本的診療手技を安全
に実施できる。

臨床現場で、医療面接を含めた
基本的診療手技を安全に実施で
きる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

行動科学、社会医学、医療
倫理学、医療法学の知識を
修得し、臨床に応用でき
る。

行動科学、社会医学、医療倫
理学、医療法学の知識を説明
できる。

行動科学、社会医学、医療倫
理学、医療法学の知識を修得
し、診療参加型臨床実習の場
で、実践に応用できる。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、身につけた
行動科学、社会医学、医療倫
理学、医療法学の知識を臨床
現場で実践に応用できる。

身につけた行動科学、社会医
学、医療倫理学、医療法学の知
識を臨床現場で実践に応用でき
る。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

Problem-oriented Medical 
Record(POMR)に基づく診療
録の記載ができる。

POMRを説明し、模擬診療の内
容を記載できる。

診療参加型臨床実習の場で、
POMRに基づく診療録の記載が
できる。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、POMRに基づ
く診療録の記載ができる。

臨床現場で、POMRに基づく診療
録の記載ができる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B A A

医療安全を理解し、患者・
家族および医療従事者に
とって最善で安全な医療を
行うことができる。

医療安全を説明できる。

診療参加型臨床実習の場で、
医療安全を理解し、患者・家
族および医療従事者にとって
最善で安全な医療を行うこと
ができる。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、医療安全を
理解し、患者・家族および医
療従事者にとって最善で安全
な医療を行うことができる。

臨床現場で、医療安全を理解
し、患者・家族および医療従事
者にとって最善で安全な医療を
行うことができる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

医学的根拠（エビデンス）
や最新の情報を、適切に収
集・選択して提案・活用で
きる。（Evidence-based 
medicine (EBM) を実践で
きる。）

EBMは何かを理解し、収集で
きる。

診療参加型臨床実習の場で、
EBMを実践できる。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、EBMを実践
できる。

臨床現場で、EBMを実践できる。 C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B A A

金沢医科大学

金沢医科大学医学部の使命
金沢医科大学医学部は、金沢医科大学学則第１条に加え、以下の資質・能力を持つ医師を養成することを使命とす
る。

１．豊かな人間性と倫理観を持ち、医師として定められた役割を担う能力を有する医師を養成する。
２．自己主導型学習能力を身につけ、生涯にわたり自己の向上を図ることのできる医師であるとともに、科学的態度
と探究心を持ち、医学研究を行うことのできる医師を養成する。
３．医学・医療に活用できる幅広い知識、基本的診療手技、患者中心の医療を実践するためのコミュニケーション能
力を修得し、チーム医療を実践できる医師を養成する。さまざまな専門領域に応用できる基本と、卒後の初期および
後期研修に必要な実践力を有する医師を養成する。
４．社会的責任、地域の健康維持に関する要請、および医療の国際化と国際貢献に対応し、医療制度に準じた医療を
担うことのできる医師を養成する。

学修成果*　および　マイルストーン**
医師臨床研修指導ガイドラインに

示されている到達目標
各科目終了時に到達すべきレベル　

●は該当する科目が中心的に担う各レベルの学修成果コンピテンス領
域

医師臨床研修指導ガイドライン 到達目標（厚生労働省）との整合性

I
豊かな人間
性と倫理観

A.医師としての基本的価値観(プロフェッショナリズム) 
1.社会的使命と公衆衛生への寄与 社会的使命を自覚し、説明責任を果たしつつ、
限りある資源や社会の変遷に配慮した公正な医療の提供及び公衆衛生の向上に努
める。 
2.利他的な態度 患者の苦痛や不安の軽減と福利の向上を最優先し、患者の価値観
や自己決定権を尊重する。 
3.人間性の尊重 患者や家族の多様な価値観、感情、知識に配慮し、尊敬の念と思
いやりの心を持って接する。 
4.自らを高める姿勢
  自らの言動及び医療の内容を省察し、常に資質・能力の向上に努める。

B. 資質・能力 
1.医学・医療における倫理性 診療、研究、教育に関する倫理的な問題を認識し、
適切に行動する。 
①人間の尊厳を守り、生命の不可侵性を尊重する。
②患者のプライバシーに配慮し、守秘義務を果たす。
③倫理的ジレンマを認識し、相互尊重に基づき対応する。
④利益相反を認識し、管理方針に準拠して対応する。
⑤診療、研究、教育の透明性を確保し、不法行為の防止に努める。

B. 資質・能力 
9.生涯にわたって共に学ぶ姿勢 医療の質の向上のために省察し、他の医師・医療
者と共に研鑽しながら、後進の育成に も携わり、生涯にわたって自律的に学び続
ける。
①急速に変化・発展する医学知識・技術の吸収に努める。
②同僚、後輩、医師以外の医療職と互いに教え、学びあう。
③国内外の政策や医学及び医療の最新動向(薬剤耐性菌やゲノム医療を含む。)を
把握する。

Ⅲ

医学知識と
技術

（診療の実
践）

B. 資質・能力 
2.医学知識と問題対応能力
  最新の医学及び医療に関する知識を獲得し、自らが直面する診療上の問題に対
して、科学的根拠に経験を加味して解決を図る。
①頻度の高い症候について、適切な臨床推論のプロセスを経て、鑑別診断と初期
対応を行う。 
②患者情報を収集し、最新の医学的知見に基づいて、患者の意向や生活の質に配
慮した臨床判断を行う。 
③保健・医療・福祉の各側面に配慮した診療計画を立案し、実行する。 

3.診療技能と患者ケア
  臨床技能を磨き、患者の苦痛や不安、考え・意向に配慮した診療を行う。
①患者の健康状態に関する情報を、心理・社会的側面を含めて、効果的かつ安全
に収集 する。 
②患者の状態に合わせた、最適な治療を安全に実施する。 
③診療内容とその根拠に関する医療記録や文書を、適切かつ遅滞なく作成する。 

6.医療の質と安全管理 患者にとって良質かつ安全な医療を提供し、医療従事者の
安全性にも配慮する。
①医療の質と患者安全の重要性を理解し、それらの評価・改善に努める。
②日常業務の一環として、報告・連絡・相談を実践する。
③医療事故等の予防と事後の対応を行う。
④医療従事者の健康管理(予防接種や針刺し事故への対応を含む。)を理解し、自
らの 健康管理に努める。 

C. 基本的診療業務 
 コンサルテーションや医療連携が可能な状況下で、以下の各領域において、単独
で診療ができる。
1.一般外来診療
頻度の高い症候・病態について、適切な臨床推論プロセスを経て診断・治療を行
い、主な慢性疾患については継続診療ができる。
2.病棟診療
急性期の患者を含む入院患者について、入院診療計画を作成し、患者の一般的・
全身的な診療とケアを行い、地域医療に配慮した退院調整ができる。
3.初期救急対応
緊急性の高い病態を有する患者の状態や緊急度を速やかに把握・診断し、必要時
には応急処置や院内外の専門部門と連携ができる。
4.地域医療
地域医療の特性及び地域包括ケアの概念と枠組みを理解し、医療・介護・保健・
福祉に関わる種々の施設や組織と連携できる。



厚生労働省

金沢医科大学病院　臨床研修の理念医師臨床研修指導ガイドライン 年次 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 5 5 5 6 6

研修医が人間性豊かで有能
な医師として成長・自立
し、広く社会に貢献できる
ように、医師として求めら
れる基本的診療能力を修得
する。あわせて医療人とし
て求められる高い人格を涵
養することをめざす。

〈臨床研修の基本理念〉(医師法第一六条の二第一項に規定す
る臨床研修に関する省令) 
臨床研修は、医師が、医師としての人格をかん養し、将来専
門とする分野にかかわらず、 医学および医療の果たすべき社
会的役割を認識しつつ、一般的な診療において頻繁に関わる 
負傷又は疾病に適切に対応できるよう、基本的な診療能力を
身に付けることのできるもので
なければならない。
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初期臨床研修
アウトカム

コンピテンシー
レベルC

(第3学年共用試験受験時）
レベルB

(第5学年臨床実習終了時)

レベルA（卒業時）
初期臨床研修開始時

(臨床研修指導医の指導・監
督のもと実践できる)

初期臨床研修終了時
（臨床研修指導医の指導・監督

がなくとも実践できる）

金沢医科大学

金沢医科大学医学部の使命
金沢医科大学医学部は、金沢医科大学学則第１条に加え、以下の資質・能力を持つ医師を養成することを使命とす
る。

１．豊かな人間性と倫理観を持ち、医師として定められた役割を担う能力を有する医師を養成する。
２．自己主導型学習能力を身につけ、生涯にわたり自己の向上を図ることのできる医師であるとともに、科学的態度
と探究心を持ち、医学研究を行うことのできる医師を養成する。
３．医学・医療に活用できる幅広い知識、基本的診療手技、患者中心の医療を実践するためのコミュニケーション能
力を修得し、チーム医療を実践できる医師を養成する。さまざまな専門領域に応用できる基本と、卒後の初期および
後期研修に必要な実践力を有する医師を養成する。
４．社会的責任、地域の健康維持に関する要請、および医療の国際化と国際貢献に対応し、医療制度に準じた医療を
担うことのできる医師を養成する。

学修成果*　および　マイルストーン**
医師臨床研修指導ガイドラインに

示されている到達目標
各科目終了時に到達すべきレベル　

●は該当する科目が中心的に担う各レベルの学修成果コンピテンス領
域

医師臨床研修指導ガイドライン 到達目標（厚生労働省）との整合性

患者中心の医療を実践でき
る。

患者中心の医療について説明
できる。日常生活や学修の場
で、他者への思いやりを示す
ことができる。

診療参加型臨床実習の場で、
患者中心の医療を実践でき
る。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、患者中心の
医療を実践できる。

臨床現場で、患者中心の医療を
実践できる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

利他的な態度で、患者を尊
重した医療に取り組める。

日常生活や学修の場で、他者
に対して利他的な態度で、人
を尊重した態度を取ることが
できる。

診療参加型臨床実習の場で、
利他的な態度で、患者を尊重
した医療に取り組める。

臨床現場で、利他的な態度
で、患者を尊重した医療に取
り組める。

臨床現場で、利他的な態度で、
患者を尊重した医療に取り組め
る。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

患者に関わる身体的・精神
的・社会的背景や問題を包
括的に理解し、コミュニ
ケーションに活かせる

患者に関わる身体的・精神
的・社会的背景や問題を理解
できる。日常生活や学修の場
で、他者の身体的・精神的・
社会的背景や問題を理解し、
コミュニケーションに活かせ
る。

診療参加型臨床実習の場で、
患者に関わる身体的・精神
的・社会的背景や問題を包括
的に理解し、コミュニケー
ションに活かせる。

臨床現場で、患者に関わる身
体的・精神的・社会的背景や
問題を包括的に理解し、コ
ミュニケーションに活かせ
る。

臨床現場で、患者に関わる身体
的・精神的・社会的背景や問題
を包括的に理解し、コミュニ
ケーションに活かせる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

医療チームの役割を理解
し、各チームメンバーを尊
重し、コミュニケーション
を図れる。

医療チームの役割を理解し説
明できる。学修の場でチーム
メンバーを尊重し、コミュニ
ケーションを図ることができ
る。

診療参加型臨床実習の場で、
医療チームの役割を理解し、
各チームメンバーを尊重し、
コミュニケーションを図れ
る。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、医療チーム
の役割を理解し、各チームメ
ンバーを尊重し、コミュニ
ケーションを図れる。

臨床現場で、医療チームの役割
を理解し、各チームメンバーを
尊重し、コミュニケーションを
図れる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

プライマリ・ケアと専門医
療の役割分担を理解し、適
切に該当部門・機関と連携
を図れる。

プライマリ・ケアと専門医療
の役割分担を理解し説明でき
る。適切に該当部門・機関と
連携を図れる。

プライマリ・ケアと専門医療
の役割分担を理解し、診療参
加型臨床実習の場で、適切に
該当部門・機関と連携を図れ
る。

プライマリ・ケアと専門医療
の役割分担を理解し、臨床現
場で指導医の指導あるいは監
督のもと、適切に該当部門・
機関と連携を図れる。

プライマリ・ケアと専門医療の
役割分担を理解し、臨床現場
で、適切に該当部門・機関と連
携を図れる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

地域医療に参画し、プライ
マリ・ヘルス・ケアを実践
できる。

地域医療とプライマリ・ヘル
ス・ケアを理解し説明でき
る。

診療参加型臨床実習の場で、
地域医療に参画し、プライマ
リ・ヘルス・ケアを実践でき
る。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、地域医療に
参画し、プライマリ・ヘル
ス・ケアを実践できる。

臨床現場で、地域医療に参画
し、プライマリ・ヘルス・ケア
を実践できる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

保健・医療・福祉に関わる
社会資源を把握し、活用で
きる。

保健・医療・福祉に関わる社
会資源を理解し説明できる。

診療参加型臨床実習の場で、
保健・医療・福祉に関わる社
会資源を把握し、活用でき
る。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、保健・医
療・福祉に関わる社会資源を
把握し、活用できる。

臨床現場で、保健・医療・福祉
に関わる社会資源を把握し、活
用できる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B A A

医療制度・医療経済に対し
て問題意識を持ち、考察で
きる。

医療制度・医療経済を理解し
説明できる。

診療参加型臨床実習の場で、
医療制度・医療経済に対して
問題意識を持ち、考察でき
る。

臨床現場で、医療制度・医療
経済に対して問題意識を持
ち、考察できる。

臨床現場で、医療制度・医療経
済に対して問題意識を持ち、考
察できる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

医療の国際化に対応できる
異文化理解・適応力、コ
ミュニケーション力を持
ち、プライマリ・ヘルス・
ケアを実践できる。

医療の国際化に対応できる異
文化理解・適応力、コミュニ
ケーション力を修得する。

診療参加型臨床実習の場で、
身につけた医療の国際化に対
応できる異文化理解・適応
力、コミュニケーション力を
活かしプライマリ・ヘルス・
ケアを実践できる。

臨床現場で指導医の指導ある
いは監督のもと、身につけた
医療の国際化に対応できる異
文化理解・適応力、コミュニ
ケーション力を活かしプライ
マリ・ヘルス・ケアを実践で
きる。

臨床現場で、身につけた医療の
国際化に対応できる異文化理
解・適応力、コミュニケーショ
ン力を活かしプライマリ・ヘル
ス・ケアを実践できる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B B B A A

科学的理論と方法論を理解
できる。

科学的理論と方法論を理解で
きる。

科学的理論と方法論を理解で
きる。

科学的理論と方法論を理解で
きる。

科学的理論と方法論を理解でき
る。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B A A

科学的問題に興味を持ち、
論理的・批判的に考え、調
査や研究に取り組める。

科学的問題に興味を持ち、論
理的・批判的に考え、調査や
研究の説明ができる。

科学的問題に興味を持ち、論
理的・批判的に考え、調査や
研究に取り組める。

科学的問題に興味を持ち、論
理的・批判的に考え、調査や
研究に取り組める。

科学的問題に興味を持ち、論理
的・批判的に考え、調査や研究
に取り組める。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B A A

調査や研究の成果を論理的
文書として発信できる。

調査や研究の成果を論理的文
書として発信する手法を理解
し説明できる。

調査や研究の成果を論理的文
書として発信できる。

調査や研究の成果を論理的文
書として発信できる。

調査や研究の成果を論理的文書
として発信できる。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C B B B B A A

研修修了の要件

Ⅳ

患者中心・
チーム医療
とコミュニ
ケーション

能力

B. 資質・能力 
4.コミュニケーション能力 患者の心理・社会的背景を踏まえて、患者や家族と良
好な関係性を築く。
①適切な言葉遣い、礼儀正しい態度、身だしなみで患者や家族に接する。
②患者や家族にとって必要な情報を整理し、分かりやすい言葉で説明して、患者
の主体 的な意思決定を支援する。
③患者や家族のニーズを身体・心理・社会的側面から把握する。 

B. 資質・能力 
5.チーム医療の実践 医療従事者をはじめ、患者や家族に関わる全ての人々の役割
を理解し、連携を図る。 
①医療を提供する組織やチームの目的、チームの各構成員の役割を理解する。
②チームの構成員と情報を共有し、連携を図る。

Ⅴ
地域医療・
社会貢献・
国際貢献

B. 資質・能力 
7.社会における医療の実践
  医療の持つ社会的側面の重要性を踏まえ、各種医療制度・システムを理解し、
地域社会と国際社会に貢献する。
①保健医療に関する法規・制度の目的と仕組みを理解する。
②医療費の患者負担に配慮しつつ、健康保険、公費負担医療を適切に活用する。 
③地域の健康問題やニーズを把握し、必要な対策を提案する。
④予防医療・保健・健康増進に努める。
⑤地域包括ケアシステムを理解し、その推進に貢献する。
⑥災害や感染症パンデミックなどの非日常的な医療需要に備える。

*  学修成果(コンピテンス領域とコンピテンシー) = アウトカム：学生が卒業時に到達すべき知識・技能・態度
** マイルストーン：到達までの各ステップ

Ⅵ
科学的態
度・探究心

B. 資質・能力 
8.科学的探究
  医学及び医療における科学的アプローチを理解し、学術活動を通じて、医学及
び医療の発展に寄与する。
①医療上の疑問点を研究課題に変換する。
②科学的研究方法を理解し、活用する。
③臨床研究や治験の意義を理解し、協力する。

上記の学修成果の達成により、卒業時に発揮される能力について

卒前教育で達成すべき基本的知識・技能・態度を修得し、臨床研修を開始することができる。身につけた基本により、保健医療機関で医
師としての役割を担うことができるとともに、さまざまな専門領域に進むことができる。自己主導型学習能力により常に自己の向上を図
ることができる。

指導医がそばにいなくても、必
要時には連絡が取れる状況下で
あれば、一般外来、病棟、 初期
救急、地域医療などの診療現場
で、一人で診療しても対応可能
なレベルまで診療能力を 高める
ことが研修修了の要件である。

学修成果策定および見直しについて

医療を受ける患者・家族、研修機関、卒業生が将来働く医療機関、および社会からの要請に応え学修成果を策定し、定期的に見直す。



金沢医科大学 学生行動規範 
①私たちは、学内外を問わず良識ある学生として行動し、品位を保ち、本学の名誉を傷つ

けることのないよう努めます。学生便覧の学則・諸規程を熟読し、遵守します。 

 

②私たちは、本学建学の精神を遵守し、地域及び国際社会に貢献する良き医療人となるべ

く、勉学に励みます。具体的には、以下のことを実践します。 

〇授業、実習、試験には必ず出席し、熱心に取り組みます。 

〇互いに学び合う態度を持つことを意識します。 

〇授業、実習、課外活動等の学生生活を通じて、人間性を豊かに育みます。ただし、学生

としての本分（学業）を忘れず、活動が強制されることのないよう配慮します。 

 

③私たちは、学生同士、教職員、医療従事者、患者、およびその家族を含む、すべての人々

に対し、敬意と思いやりをもって公平に接します。 

多様性を尊重し、相手の職種、職位、年齢、性別、性自認、人種、出身地、宗教、障がい

の有無、その他の個人の特性を理由とした、いかなる差別的言動やハラスメントも行い

ません。 

学内および実習先において、政治的活動・宗教的宣教活動を行いません。 

 

④私たちは、本学及び各施設の規程、ガイドライン、医療従事者・研究者として求められ

る倫理・関連法規を遵守します。 

 実習・研究において知りえた情報は、友人間や SNS 含めて情報を漏洩することなく、守

秘義務と個人情報保護を徹底します。 

 

⑤私たちは、常に品位と体面を保持し、身だしなみを整えます。清潔感があり、他者に不

快感を与えない服装を心がけます。 

特に、実習・研究時の服装、頭髪等については、関連の要項を守り、指導責任者の指示に

従います。 


